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Ｎｏ．07-004                                  2007 年 4 月 19 日 

損害保険業界の地球温暖化対策！ 

2010 年度における電力使用量を、 

対 2000 年度比で 18％削減！ 
 

 社団法人 日本損害保険協会（会長 石原 邦夫）では、企業の社会

的責任を一層果たすため、この度地球温暖化の大きな原因である二酸化

炭素削減に関する具体的な目標を次のとおり定めました。 

 本目標は、日本経団連の自主行動計画に従い、昨年 11 月に策定した循

環型社会形成に向けた廃棄物の削減目標※に引き続いて、本日の理事会に

て定めたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境問題を取り巻く社会状況をみると、近年、地球温暖化対策問題が

大きく取り上げられ、京都議定書も 2005 年 2 月に発効したことなどから、

日本でも二酸化炭素等の温室効果ガス削減について具体的な数値による

削減目標が定められ、官民一体となった取組みが進められるようになり

ました。 

 なお、損害保険業界は、これまでも 1996 年に「損害保険業界の環境保

全に関する行動計画」を策定するなど、「地球温暖化対策」「循環型経済

社会の構築」「社内外における環境啓発活動」等を積極的に推進しており

ます。 

 

※損保業界の目標（2006 年 11 月策定） 

 ・東京都内に所在する自社ビルのオフィスから排出される廃棄物を、  

  2000 年度を基準として、2010 年度には 20％以上削減する。 

 ・今後業界全体で、最終処分量の数値の把握ができるように努める。 

 ・各保険会社において廃棄物処理管理体制を確立する。 

１．数値目標 

   2010 年度(平成 22 年度)における本社での電力使用量を 2000 年度 

   (平成 12 年度)比 18％減とする。 

２．数値目標以外の目標 

   各保険会社の社有車における低排出ガス車の導入を推進していく。 



《具体的な取組み例》 

この数値目標を達成するための具体的な取組み例は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

電力使用量の推移 

損害保険業界は環境問題に積極的に取り組んでおり、2005 年度には対

2000 年度比で 14.8％の削減を図っています。 

単位：kwh
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■本件に関するお問い合わせ先■ 

生活サービス部 安全安心推進グループ  小塚照夫 今村健二（TEL 03-3255-1294）

総合企画部  広報室               生駒新一 井瀧芳幸 （TEL 03-3255-1213） 

※ 本資料は、日銀記者クラブ・環境問題研究会・都庁記者クラブに同時に配布い

たしております。 

― かけがえのない環境と安全を守るために ― 

・環境ＩＳＯによる環境マネジメントの推進 

・事務室、会議室等における不要照明のこまめな消灯による電力使用量削減の取組み

・事務室内の温度設定による電力使用量削減 

・クールビズ、ウオームビズの実施 

・夏季時の早帰り運動の実施 

・プリンターを複合機へ統合することにより台数を減らし、電力使用量を削減 

・省エネ設備への改善による電力使用量削減 

・非常口誘導灯を省エネ型の高輝度型に変更 

・避難階段の照明を人感センサー型に変更  

▲5.90% ▲8.60% ▲14.50% ▲12.50% ▲14.80% ▲18.00% 0（基準） 
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あなたと、地域と、社会を支える損害保険 

 

Ｎｏ．06-014                                             2006年6月27 日 

クルマの修理にリサイクル部品。地球を守る選択です。
－「リサイクル部品活用キャンペーン」、「部品補修キャンペーン」を実施－

３，０００円のＱＵＯカードを５０名にプレゼント 

 

 社団法人 日本損害保険協会（会長 児玉 正之）では、環境保全への取組みの一環として

７月・８月の２か月間「リサイクル部品活用キャンペ

ーン」、「部品補修キャンペーン」を実施します。  

 本キャンペーンは、当協会ホームページでリサイク

ル部品の活用などを呼びかけるものです。あわせて 

ＱＵＯカードが５０名に当たる懸賞を実施します。  

 ◆キャンペーンの概要  

 目  的：環境保護の観点から、資源の有効活用・ 

      産業廃棄物問題解決の一助となることを 

      目的としています。 

内  容：リサイクル部品活用キャンペーン 

事故などにより自動車部品を交換 

しなければならない場合に、リサイクル部品を使ってもらうことを自動車ユ

ーザー、整備工場・サービス工場等の方々に呼びかける運動です。 

      部品補修キャンペーン 

樹脂バンパーをはじめとする自動車部品の補修促進を目指すもので、小さな

キズやへこみなら部品を交換せずに補修してもらうことを自動車ユーザー、

整備工場・サービス工場等の方々に呼びかける運動です。 

期  間：2006年7月1日（土）～8月31日（木） 

 ◆抽選で3，000円のＱＵＯカードをプレゼント  

 当協会ホームページ上（http://www.sonpo.or.jp）で、簡単な質問に答えていただいた方

の中から抽選で50名に3，000円のＱＵＯカードをプレゼントします。 

 プレゼントの当選は賞品の発送をもって発表とかえさせていただきます。 

 締 切：2006年8月31日（木） 

 

 

 

■本件に関するお問い合わせ先■ 

   業務運営部企画グループ    村田 嘉宏              （TEL 03-3255-1244） 

   総合企画部 広報室    柴田  文明 山本 真史     （TEL 03-3255-1213） 

 ※本資料は、日銀記者クラブ、国土交通記者会、環境省記者クラブに同時に配布しております。 
かけがえのない環境と安全を守るために 
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Ｎｏ．06-054                                   2007 年 2 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

社団法人 日本損害保険協会（会長 石原 邦夫）で

は、地球環境保全活動を業界としての社会的責任として

捉え、環境改善活動に取り組んでおります。この環境講

座もその一環として、１９９８年から様々な分野の講師

をお迎えし、開催しております。 

 第４４回目（本年度第５回目）の環境講座では、元環

境省事務次官で、現在、中央環境審議会委員、また当協

会の副会長を勤める石坂匡身（いしざか まさみ）が、

昨今の地球環境問題を独自の視点で捉え、行政や民間企

業の取組み、また、損保業界の環境問題に関する取組み

について講演をいたします。 

 どなたでもご参加いただける講座ですので、多くの方々のお申し込みをお待

ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 時：２００７年３月２８日（水）１８：００～１９：３０（17:30 開場） 

会 場：損保会館４０４・４０５会議室 

         住所：東京都千代田区神田淡路町２－９ 

講 師：（社）日本損害保険協会 副会長 

              石坂 匡身（いしざか まさみ） 

参加費：無料（先着８０名様） 

主 催：社団法人 日本損害保険協会 

 

＊「会場案内」および「参加申し込み方法」は裏面をご覧下さい。

第 44 回損保協会環境講座 

 地球環境を考える～歴史から学ぶ環境問題～ 
    損保協会副会長(元環境省事務次官)石坂匡身が講演！ 

石坂 匡身 

1939 年生まれ。1963 年東京大学法学部卒、大蔵省（現財務省）入省、理財局長、証券取引等監視委

員会事務局長、1995 年～1996 年環境省事務次官、退任後、損保業界では、自動車保険料率算定会副

理事長、2004 年損保協会副会長就任 現在に至る。 

現在、（財）地球環境戦略研究機関参与、ＣｈｉｎａＣｏｕｎｃｉｌ国際委員、（財）海外環境協力セ

ンター顧問、神奈川県環境審議会会長、（財）地球人間環境フォーラム評議員、環境省中央環境審議

会委員などを勤める。 

開 催 概 要 




